
款 項 目

3 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 7,554 3,924 0 6 3,624 48%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

公用車管理 145 0 0 0 145 100%

児童健全育成 1,851 0 0 0 1,851

100%

ひとり親家庭福祉 5,279 3,924 0 6 1,349 26%

児童福祉総務事務 279 0 0 0 279

事業内容

●事業の全体計画
　各年度共通
　・母子・父子家庭及び寡婦に対する相談事業や給付金事業、子供会への補助や育成事業の実施、
   子ども未来課全体の事務を行う。

●主な事業内容
　○児童福祉総務事務、公用車管理
　　・子ども未来課全体の事務を扱うほか、課が所管する公用車の管理、整備を行う。
　　　自動車損害保険料　25千円(2台)
　○ひとり親家庭福祉
　　・母子・父子自立支援員が対象者の生活全般の相談指導を行う。
　　・母子・父子家庭及び寡婦を対象に、資格取得のための給付金を支給し、自立を促す支援を
     する。
　　　　母子家庭自立支援給付金（扶助費）　4,680千円
　○児童健全育成
　　・子供会活動の活発化のため、補助金を交付するとともに、児童育成事業を実施する。
　　　　児童育成事業委託料　　　450千円
　　　　単位子供会補助金　　　1,401千円

事業の目標

・子ども未来課全体の事務を適切に行う。
・ひとり親家庭の自立に向け、自立支援給付金の支給等を適切に行う。
・子供会に補助金を支出するほか、映画観賞会などの児童育成事業を行う。
・公用車の適正管理を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

児童福祉総務費 128

施策事業名 児童福祉総務

事業目的
母子・父子家庭及び寡婦を対象に自立に必要な支援と、子供会の育成のほか、子ども未来課全体の事
務を扱う。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名



款 項 目

3 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名

児童福祉総務費 130

施策事業名 児童手当等支給

事業目的

・児童の健やかな成長に資することを目的に児童手当を支給する。
・ひとり親家庭の生活の安定と自立に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを目的に児童扶養手当を
　支給する。
・遺児の健全な育成と福祉の増進を図ることを目的に遺児手当を支給する。

事業内容

●事業の全体計画
　各種手当を定期的に支給する。

●主な事業内容
　〇児童手当の支給
　　・支給月：６月、１０月、２月
　　・中学校３年生までの児童の親(養育者)が対象。
　　　法改正により、令和４年６月から特例給付（養育者の収入1,200万円以上に対し子ども1人当
　　　たり5,000円給付）を廃止する。
　　　　児童手当（扶助費）　1,063,500千円
　〇児童扶養手当
　　・支給月：５月、７月、９月、１１月、１月、３月
　　・１８歳以下の児童を養育するひとり親家庭の親が対象。所得に応じて手当額は変動する。
　　　　児童扶養手当（扶助費）　200,705千円
　〇遺児手当
　　・支給月：７月、１１月、３月
　　・１８歳以下の児童を監護、養育する者が対象。
　　　　遺児手当（扶助費）　23,069千円

事業の目標 ・各手当を、対象者に適切に支給し、児童の福祉の増進を図る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

25%

 - - - - - - - 

児童手当等支給 1,289,400 967,967 0 5 321,428

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 1,289,400 967,967 0 5 321,428 25%

 - - - - - - 



款 項 目

3 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 13,695 4,082 0 1,067 8,546 62%

 - - - - - - 

70%

 - - - - - - - 

子ども家庭総合支援拠点 10,698 2,224 0 980 7,494

31%

子育てと女性活躍応援 1,614 996 0 0 618 38%

子育て短期支援 150 90 0 14 46

31%

ファミリーサポートセンター運営 293 194 0 0 99 34%

地域子育て支援拠点 940 578 0 73 289

事業内容

●事業の全体計画
　　・子育ての不安を軽減し、子どもの健全な育成や子育てする保護者を支援する。
　　・子育て支援施策を利用する世帯等への相談対応や情報提供のための事業を、ＮＰＯ法人に委託
　　　する。
●主な事業内容
　○地域子育て支援拠点（子育て支援センター）
　　・親子の遊び場や子育て情報の提供、子育て講座などの実施、育児サークルの育成を行う。
　　　　子育て育児講座講師謝礼　　　360千円
　○ファミリーサポートセンター運営
　　・育児支援の希望者と育児援助の希望者のマッチングを行い育児の援助活動を行う。
　　　　賠償保険料　　　　96千円
　○子育てと女性活躍応援
　　・市全体のネットワークにより子育てを支援し、子育て期にある母が社会で活躍することを
      応援する。
　　　　子育て支援コーディネート業務委託料　　　1,185千円
　　　　ホームページ管理運営委託料　              330千円
　○子ども家庭総合支援拠点
　　・電話・来所・巡回・訪問による育児等の相談業務のほか、多子多胎家庭への家事援助等の支援
      を行う。令和3年度より新たな少子化対策として、3人以上の子どもがいる家庭や、双子など
　　　多胎児の家庭に対し、第三子以降の子どもが中学校を卒業するまで、又は多胎児の子どもが
　　　中学校を卒業するまで、継続的に子育て支援を進めていく。
　　　　多子多胎家庭養育支援事業委託料　　　　　　　　　  2,880千円
        多子多胎世帯子育て支援システム導入委託料〈新規〉  7,137千円
　　　　会計年度任用職員報酬等（多子多胎）〈新規〉　　　  1,858千円

事業の目標

・子育て支援センターは、未就園児と保護者等を対象に、遊び場や情報の提供と相談対応をする。
・ファミリーサポートセンターは、育児支援の希望者と支援者を繋ぎ、適切な相互援助を行う。
・子育てと女性活躍応援は、子育て支援を必要とする家庭に対し適切な施設や事業を案内し、子育
　て中の女性が社会で活躍することを支援する。
・子ども家庭総合支援拠点は、地域の全ての子どもとその家庭や妊産婦等を対象として、育児や児
　童虐待防止につながる相談対応を適切に行う。子育て支援のため、多子・多胎施策を実施する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

児童福祉総務費 130

施策事業名 安心子育て支援

事業目的 子育てをしている保護者の相談や、講座を開催し、様々な支援をする。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名



款 項 目

3 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名

児童福祉総務費 130

施策事業名 子ども・子育て支援推進

事業目的 学識経験者や保護者代表等の子育て関係者で構成する子ども・子育て会議を設置・運営する。

事業内容

●事業の全体計画
　第2期子ども・子育て支援事業計画（R2～R6：5年を1期とする）の進捗管理及び子育て支援に関する
　施策状況の協議を行う。

●主な事業内容
　子ども・子育て会議の開催

●主な予算の内訳
　・子ども・子育て会議委員報酬　432千円
　・子ども・子育て会議委員交通費　4千円

事業の目標 令和４年度は、子ども・子育て支援事業計画の中間見直しのため、会議を３回開催予定（通常２回）

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

 - - - - - - - 

子ども・子育て支援推進 436 0 0 0 436

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 436 0 0 0 436 100%

 - - - - - - 



款 項 目

3 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名

児童福祉総務費 130

施策事業名 母子生活支援施設措置

事業目的 配偶者のない女子又は準ずる事情がある女子で、保護が必要な母子を保護する。

事業内容

●事業の全体計画
　・配偶者のない女子又は準ずる事情がある女子から申し出があった場合、その保護者及び児童
　　を母子生活施設に保護する。

●主な事業内容
　・様々な事情を抱える女子等から相談があった場合は、それぞれに適した対応を行う。
　・施設への入所が必要と判断した場合は、入所先の施設に措置費を負担する。

●主な予算の内訳
　母子生活支援施設措置費　　　　22,840千円(4世帯）

事業の目標
・現在、母子生活支援施設に入所している母子に対し、自立に向けた支援を行う。また、新たに入
　所を希望する母子に対し、適切な施設を選択調整し入所させる。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

25%

 - - - - - - - 

母子生活支援施設措置 22,872 17,130 0 1 5,741

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 22,872 17,130 0 1 5,741 25%

 - - - - - - 



款 項 目

3 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名

保育所費 134

施策事業名 公立保育所保育

事業目的
「保育所保育指針」等に基づき、家庭や地域社会と連携を図り、豊かな感性を育て心身ともに健全で
豊かな人間性を育むための保育を実施する。

事業内容

●事業の全体計画
　保育所における保育の実施、認定こども園における保育の実施及び幼児教育を実施する。
●主な事業内容
　〇保育所総務事務、保育所管理
　　公立１３園で実施する０歳から就学前までの乳幼児を保育するための運営管理を行う。
    保育環境の充実及び保育士の体制改善のため、担任をもたないフリー保育士の増員配置を
　　進めていく。<新規>
　〇保育所給食
　　子どもの健やかな発育・発達をめざし、子どもの食事・食生活を支援するため給食の提供を
　　行う。
　〇保育所営繕
　　子ども未来園の施設、設備等の営繕工事を行う。
　〇保育所広域入所
　　市内の保育所の開園時間で対応できない場合等の理由により市外の保育を利用する者への
　　対応を行う。
●主な予算の内訳
　・光熱水費　29,242千円
　・施設管理業務一括委託料　9,608千円
　・賄材料費　82,220千円
　・給食調理業務委託料　144,332千円
　・上木子ども未来園空調改修工事設計業務委託料　1,408千円
　・保育士派遣業務委託料<新規>　13,476千円

事業の目標
保育園は、就労など家庭で保育のできない保護者に代わり保育する施設で、感性を育て、心身ともに
健全で豊かな人間性を育むため、適切に保育運営を行う。
また、子どもの健やかな発育、発達を目指し給食の提供を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

87%

保育所管理 119,618 6,228 0 54,147 59,243 50%

保育所総務事務 3,223 0 0 424 2,799

71%

保育所営繕 14,408 1,056 0 0 13,352 93%

保育所給食 230,572 0 0 67,762 162,810

34%

 - - - - - - - 

保育所広域入所 5,747 3,809 0 0 1,938

- 

合計 373,568 11,093 0 122,333 240,142 64%

 - - - - - - 



款 項 目

3 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名

保育所費 136

施策事業名 民間保育所保育

事業目的 民間保育所の運営を助成・支援する。

事業内容

●事業の全体計画
　市内民間保育所（白帝保育園・犬山さくら保育園）の入所児童の福祉向上と職員の処遇及び施設運
営の改善を図る。
●主な事業内容
　○民間保育所運営
　　市全体の入所希望に対応するため、一部を民間保育所に委託し、保育を実施。
　○民間保育所運営補助
　　民間保育所の職員人件費、管理費、整備費の補助。
　　保育事業（国、県基準の延長保育、一時保育、低年齢児途中入所円滑化等）に対する補助。
●主な予算の内訳
　・保育園運営費委託料（白帝保育園・犬山さくら保育園）　228,622千円
　・民間保育所運営費補助金　22,430千円
　・民間保育所事業費補助金（延長保育、一時預かり、1歳児保育等）　21,814千円
　・多子・多胎世帯子育て支援事業給食費補助金<新規>　389千円

事業の目標

市内在住の園児の保育園の入園申込みは、公立１３園と民間保育所２園の合計１５園で利用調整を
行っているため、待機児童の発生を極力回避できている。
また、民間保育所への助成等により、勤務する職員の処遇改善と施設の運営維持を図ることができ
る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

25%

民間保育所運営補助 47,404 14,896 0 389 32,119 68%

民間保育所運営 228,784 144,682 0 26,516 57,586

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 276,188 159,578 0 26,905 89,705 32%

 - - - - - - 



款 項 目

3 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 1,294 0 0 0 1,294 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

子ども未来センター運営 1,294 0 0 0 1,294

事業内容

●事業の全体計画
　児童の最善の利益を追求し、幼保小の連携を推進する。

●主な事業内容
　〇子ども未来センター運営
　　事業目的達成のため、『幼保小の連携』『幼児教育の充実に向けての支援』、『私立幼稚園、
　　私立保育所、保健センター及び各関係機関との連携』『家庭の子育て・教育力を培う「親育
　　ち」に関する運営協力』などの事業を行う。

●主な予算の内訳
　子育てサークルアドバイザー謝礼　　　　　260千円
　子ども未来センター発達支援相談員謝礼　　792千円

事業の目標

・幼児教育充実のための関係機関との連携を図る。
・子育て・親育ち支援充実のため、関係機関の相互理解や連携の強化する。
・子どもの発達支援相談を実施し、専門家による助言を通し、適切な支援体制を整えたり、親支援に
　つなげる。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

保育所費 138

施策事業名 子ども未来センター

事業目的 子の育ちを総合的かつ効果的に推進する。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名



款 項 目

3 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名

保育所費 138

施策事業名 保育施設等利用料扶助

事業目的
少子化対策を推進する一貫として、子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、市が確認した施設等
の利用に対し給付を行う。

事業内容

●事業の全体計画
　子どものための教育・保育給付の対象外認可外保育施設、一時預かり保育事業で市の認定を受
　けた子どもを対象に施設利用料を償還払いとする。

●主な事業内容
「保育の必要性の認定」を受けた３歳～５歳児の子どもと、「保育の必要性の認定」を受けた非課税
世帯の0歳～２歳児の子どもが利用した認可外保育施設や一時預かり保育等の利用料について、償還払
いを行う。
　新たに、多子・多胎世帯子育て支援事業として、対象児童が利用した利用料についても同様に償還
払いを行う。

●主な予算の内訳
　・認可外保育施設等利用料扶助費　3,834千円
　・一時預かり保育利用料扶助費　3,809千円
　・多子・多胎世帯子育て支援事業認可外保育施設利用等扶助料<新規>　504千円

事業の目標

・国の制度による幼児教育・保育無償化に伴い、対象となる児童が認可外保育施設等利用した場合、
利用者が利用料を施設に支払い、その後、市役所へ申請後、利用者へ返還することとなる。
・令和４年度より多子・多胎世帯の対象児童が利用した場合についても利用料を償還払いにて対応し
ていく。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

30%

 - - - - - - - 

保育施設等利用料扶助 8,147 5,730 0 0 2,417

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 8,147 5,730 0 0 2,417 30%

 - - - - - - 



款 項 目

3 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 170,970 0 39,400 0 131,570 77%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

77%

 - - - - - - - 

（仮称）新橋爪・五郎丸子ども未来園建設事業 170,970 0 39,400 0 131,570

事業内容

●事業の全体計画
　・令和３年度　　　　　　　基本設計委託
　・令和４年度　　　　　　　実施設計委託
　・令和５年度～令和６年度　園舎建築工事
　・令和７年度　　　　　　　新園開園予定

●主な事業内容
　・実施設計業務委託
　・下水道及び水道工事
　・土地購入契約

●主な予算の内訳
　・実施設計委託料　　　　　　44,330千円
　・下水道工事設計業務委託料　 4,620千円
　・下水道工事費　　　　　　　18,260千円
　・水道工事負担金　　　　　　11,866千円
　・土地購入費　　　　　　　　91,581千円

事業の目標
令和３年度に着手した基本設計を基に実施設計を委託。
土地購入のため契約等手続きを進める。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

保育所費 138

施策事業名 （仮称）新橋爪・五郎丸子ども未来園建設事業

事業目的
橋爪・五郎丸地区計画で、現在の橋爪及び五郎丸子ども未来園は、公園用地として決定されており、
また、施設が老朽化していることから、両園を統合し移転する。(移転先は、名鉄小牧線東側）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名



款 項 目

3 2 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 37,806 5,714 0 9,038 23,054 61%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

地域活動クラブ補助 1,323 0 0 0 1,323

39%

児童センター営繕 12,170 0 0 0 12,170 100%

児童センター管理 24,313 5,714 0 9,038 9,561

事業内容

●事業の全体計画
　・１８歳までの児童やその児童に関わる地域の方が自由に利用できる児童センターの管理・運営
    を行う。
　・保護者が就労等により昼間家庭にいない児童（小学生）に対し、放課後等に適切な遊びや生活
　　の場を与え、健全な育成を図るため、児童センター、小学校内で児童クラブを実施する。

●主な事業内容
　○児童センター管理・営繕
　　・児童に対し遊び場を提供し、子育て家庭に対して情報提供や育児の相談、育児サークルの育成
　　　を行う。
　　・市内１６か所で児童クラブを実施する。
　　・委託や営繕工事を実施しセンターの維持を図る。
　　　　ごみ収集運搬業務委託料　　　　　　　    1,558千円
　　　　犬山西児童センター屋根防水工事〈新規〉　9,130千円
　
　○地域活動クラブ補助
　　・児童センターを拠点として、子育て支援活動する団体に補助する。
　　　　地域活動クラブ補助金　　　　　　1,323千円

事業の目標
・児童センターを適切に管理、運営し、児童に対して遊び場を提供することで、健全育成を図る。
・児童クラブを実施することで、放課後の児童の健全育成を図る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

児童センター費 140

施策事業名 児童センター

事業目的
・児童センター６施設の管理・運営並びに地域活動クラブの活動を支援する。
・児童クラブを運営する。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名



款 項 目

3 2 4

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名

こすもす園費 144

施策事業名 児童発達支援事業実施施設

事業目的 こすもす園（児童発達支援事業実施施設）を適切に管理・運営し、児童発達支援等の事業を行う。

事業内容

●全体計画
　・こすもす園で日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への
　　適応訓練の提供を目的としている。

●主な事業内容
　○こすもす園管理
　　・心身障害児通園施設として、児童福祉法に規定する市内の障害児とその保護者に対し通
　　　いにより集団療育の場を提供し、自主性と社会性を高め日常生活への適応能力の増進を
　　　図る。
　　・児童発達支援事業実施施設として、児童福祉法に規定する障害者通所支援のうち児童発
　　　達支援を行う事業所として、保護者に対する療育上の助言及び指導を行う。
　　　　言語訓練士報償金　　　　1,296千円
　　　　作業療法士報償金  　　　1,458千円
　○こすもす園営繕
　　・施設を営繕することで、適切な施設の機能維持を図る。
　　　　営繕工事　　　　　200千円

事業の目標
・児童発達支援事業を実施し、発達に遅滞のある児童の自立を促す。
・こすもす園の適切な管理、運営を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

9%

こすもす園営繕 200 0 0 0 200 100%

こすもす園管理 6,013 5,412 0 44 557

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 6,213 5,412 0 44 757 12%

 - - - - - - 



款 項 目

9 4 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 222,837 145,652 0 8,595 68,590 31%

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

私立幼稚園助成 949 0 0 0 949

100%

幼児教育補助 198,424 145,575 0 2,808 50,041 25%

幼稚園施設営繕 2,000 0 0 0 2,000

91%

幼稚園給食 14,146 0 0 5,233 8,913 63%

幼稚園管理 7,318 77 0 554 6,687

事業内容

●事業の全体計画
　・幼稚園において３歳児から就学前児童の教育を実施する。
　　また、必要な児童に対し、教育時間終了後の預かり保育を実施する。

●主な事業内容
　○幼稚園管理及び営繕
　　犬山幼稚園の適切な維持管理及び運営
　○幼稚園給食
　　犬山幼稚園における安心、安全な給食の提供
　○幼児教育補助
　　幼児教育・保育の無償化のため、認定を受けた児童の利用についての授業料等の給付
　○私立幼稚園助成
　　私立幼稚園の教育振興と福祉の増進を目的とした、市内私立幼稚園（4施設）に対する補助事業

●主な予算の内訳
　○犬山幼稚園
　　・光熱水費　　　　　　　　　　　2,065千円
　　・給食調理業務委託料　　　　　　8,460千円
　　・営繕工事請負費　　　　　　　　2,000千円
　○その他
　　・子育て支援施設等利用給付費　190,100千円
　　・私立幼稚園給食費補助金　　　　5,516千円

事業の目標

・犬山幼稚園の適切な運営管理の実施。
・幼稚園の授業料等は月額2.57万円を上限に無償となり、本来保護者が施設に支払う利用料を保
  護者の同意を得たうえで、施設から市への給付費の請求により施設へ必要相当額を適切に支払
  う。
・多子・多胎世帯子育て支援施策として、市内の私立幼稚園へ通う対象児童の給食費を無償とす
　るため相当額を施設に補助金支給する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

幼稚園費 254

施策事業名 幼稚園一般管理

事業目的 公立及び私立幼稚園を管理運営していく上で必要な事業を行う。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名


